
今年度1回目のセミナーは、本学の37期生で現在札幌市で訪問診療でご活躍されている湯田亜希子
先生に講師をお願いしました。
高齢者に美味しく安全に食べ続けて頂くには訪問歯科医には何ができるのか。湯田先生には、今ま
でメインに取り組んできた訪問歯科診療における義歯治療に加えて、地域で行う嚥下障害治療に関し
て豊富な臨床経験に基づいてご講演していだきます。
本セミナーは、歯援診の届出に必要な研修項目の高齢者の心身の特性・口腔機能の管理・緊急時
対応に対応するセミナーです。受講者には修了証をお渡しします。奮ってご参加くださいますようお願
い申し上げます。

日時 平成30年5月20日（日） 10：30～12：00

参加費：4,000円

講師 ひだまり歯科
湯田 亜希子 先生

会場 新潟大学歯学部講堂 定員 50名

新潟大学歯学部同窓生で、同窓会費の新潟大学歯学部同窓生で、同窓会費の新潟大学歯学部同窓生で、同窓会費の新潟大学歯学部同窓生で、同窓会費の新規および現在口座自動振替利用会員新規および現在口座自動振替利用会員新規および現在口座自動振替利用会員新規および現在口座自動振替利用会員
さらに前納制度払い込み済み卒後さらに前納制度払い込み済み卒後さらに前納制度払い込み済み卒後さらに前納制度払い込み済み卒後5555年目以内年目以内年目以内年目以内の方は無料です。の方は無料です。の方は無料です。の方は無料です。
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最期まで美味しく食べることを諦めない！
訪問歯科ができること

ー義歯治療から嚥下障害治療までー

お問い合わせ先 新潟大学歯学部同窓会学術部
gakujutsu@dent.niigata-u.ac.jp

2007年 新潟大学歯学部卒業
同年 新潟大学臨床研修医
2008年 新潟大学医歯学総合病院摂食嚥下リハビリテーション学分野入局
2009～2012年 谷家歯科（鶴岡市）勤務
2012～2014年 鶴岡協立リハビリテーション病院（鶴岡市）医科研修医
2013～2016年5月 山形デンタルクリニック（山形市）院長
2016年６月～2017年3月 新札幌いった歯科（札幌市） 勤務
2017年4月 ひだまり歯科（札幌市）開業（分院開業）



最期まで美味しく食べることを諦めない！訪問歯科ができること
ー義歯治療から嚥下障害治療までー

「最期まで美味しく食べてもらいたい！」を信念に、新潟大学を卒業して11年間の大半を訪問歯科
診療に携わってきた。現在は故郷である北海道札幌市で、平成28年の診療報酬改定で厚生労働省
より認可された医院形態である訪問診療専門の医院を運営している。一般的な歯科診療に加えて、
ポータブル嚥下内視鏡を担いで病院や在宅に趣き、多職種連携を行うことで「食べる」を地域で支え
る第一歩を踏み出したところである。
以前と比較して訪問歯科診療に携わる先生方も増えたのではないだろうか。実際にやってみると患
者様の状況は様々であり、求められる知識やリスク判断は非常に多岐に渡ることに気が付くだろう。
そんな中で、高齢者に美味しく安全に食べ続けて頂くには訪問歯科医には何ができるのか。訪問歯
科診療では、患者の大半が高齢者なので義歯治療が中心にならざるを得ない。周知の通り、患者が
全身疾患や精神疾患を抱え、意思疎通困難、口腔周囲の麻痺、嚥下障害、姿勢の制限等がある場
合や、生活環境や経済面に関して理想的な状況が整わない場合もある。そのような生活の中に入り
込み、外来とは異なる状況で患者に寄り添い義歯の製作を行うことになる。時には、咬めないことに
よる低栄養や窒息のリスクから義歯製作を急がされる症例も少なくない。 そのような現場で求めら
れるのは、術式の「簡単化」であり、施行の「時間短縮」であると考える。もちろん完成義歯が「機能
的」である事は必須である。私自身の臨床で、これらを叶えたのが歯科訪問診療ならではの工夫を
加えた吸着義歯理論であった。特に、患者の「残存機能運動をトレースする」が目的である「吸着機
能印象法（にらめっこ印象法）」を用い良好な結果を得られており、訪問歯科診療において、上下顎総
義歯165症例を製作し、義歯使用率が92.5％という結果を得ているので紹介させて頂きたい。
一方で、歯科医師は口腔期のエキスパートであり、口腔内の形態的修復、口腔ケアを含めた口腔
内の衛生管理や機能的な回復を行うことはもちろんだと思うが、それだけは安全に嚥下できないケー
スがあるのも事実である。訪問歯科臨床では嚥下障害の評価と多職種とのコミュニケーションを求め
られることも増えてきている。
本講演では今までメインに取り組んできた訪問歯科診療における義歯治療に加えて、地域で行う嚥
下障害治療に関してお話しさせて頂きたい。

申し込み方法
※セミナー申し込み方法はメール受付のみです。携帯電話から送信する場合は必ずドメイン
（@dent.niigata-u.ac.jp）指定受信の設定をして下さい。
※メールの申し込み順に「申し込み確認票」をメール送信いたします。申し込み確認票に参加費
の振込先及び入金期日を記載いたします。入金期日までに参加費をご入金下さい。
※以下の必要事項を新潟大学歯学部同窓会学術部（gakujutsu@dent.niigata-u.ac.jp）にメール
でご連絡下さい。タイトルは「同窓会学術セミナーⅠ申し込み」として下さい。
必要事項 氏名：

出身大学：
卒業年度（何期）：
メールアドレス：

※新潟大学歯学部同窓会ホームページ（http://www.dent.niigata-u.ac.jp/alumni/）からの
申し込みも可能です。
※申し込み締め切りは平成30年5月11日（金）です。
※本セミナーは、歯援診の届出に必要な研修項目の高齢者の心身の特性・口腔機能の管理・
緊急時対応に対応するセミナーです。
※キャンセルの場合は、入金いただいた受講料の返金は行いません。代理出席は可能ですの
で、受講者が変更になる場合は事前にご連絡下さい。
※自家用車で来られる方は構内か近隣の有料駐車場をご利用下さい。


